
第５回議会運営委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和４年７月１４日（木曜）    午後１時３０分  開会 

休 憩 13:35-36 

                   午後２時１１分  閉会 

会議場所  役場３階 委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  中村 和宏 委 員 渡辺洋一郎  

副委員長 正村紀美子 委 員 黒田 栄継  

委 員  鈴木 健充 委 員 常通 直人  

委 員  中田智惠子  議 長 早 苗  豊 

欠席委員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出席した  

者の氏名  

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 佐藤 史彦 総務係主査 上田瑞紀 

『会議に付した事件と会議結果など』 

１ 開 会 

・委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 令和４年芽室町議会定例会７月臨時会議の運営について  資料１ 

イ 令和３年度議会費決算について            資料２ 

ウ ６月議会定例会議の振り返りについて        当日資料３ 

エ 令和４年度モニター制度（案）について        資料４ 

オ マニフェスト大賞応募について            資料５ 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程（予定）について 

（２）その他 

                                        

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 令和３年度芽室町議会定例会７月臨時会議の運営について  資料１ 

・総務課長：資料1-1説明。 

・正村委員：資料1-2説明。 

・委員長：それぞれ提案予定事項について説明あったが、質疑は。 

・（質疑なし） 

・委員長：資料１の「２」～「４」について質疑は？ 

・（質疑なし） 



・委員長：提案通りで決定する。 

 

イ 令和３年度議会費決算について            資料２ 

 ・総務係長：資料説明 

 ・委員長：質疑・意見は？ 

 ・（質疑なし） 

 ・委員長：説明内容で了とする。 

 

ウ ６月議会定例会議の振り返りについて  当日資料３ 

・鈴木委員：総務経済常任委員会所管について資料説明＜第４回総務経済常任委員

会（7月12日開催）において、会議中（本会議・委員会等）における地震等の対応、

行動、訓練について、議運で協議することとした旨説明＞ 

・渡辺委員：厚生文教常任委員会所管について資料説明＜「一般質問の答弁を踏まえ

た委員会調査の実施」「総合計画後期計画の調査の実施」及び「嵐山経営の継続調

査及び合同委員会の開催」＞。なお、前回委員会で「総合計画後期計画の調査」に

ついては、委員会内協議を完了として決定した。 

・委員長：最初に総務経済常任委員会の振り返りについて、意見・質疑はないか？ 

・常通委員：会議等の議事整理権は関係例規等の規定により、議長もしくは委員長等

に権限があることから、地震等発生時においては、このことを尊重して対応する

ことが議会としての共通認識事項。また、新庁舎は構造上、町内における最も強靭

で安全と言える施設・設備を備えていることと、この施設における避難訓練は庁

舎管理者が主となることから、管理者の指示に従うことで整理すべき事項と考え

る。 

・渡辺委員：避難訓練のあり方については、庁舎管理者の町との共有・協議により対

応を検討していくべきと考える。 

・正村委員：議会の権能と町（庁舎管理）の責務について、議会内部で明確な共通認

識を図った上で、「避難訓練」の具体手法を検討していくべきと考える。 

・鈴木委員：各委員の意見を踏まえて、委員会に持ち帰り共有したい。 

・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：厚生文教常任委員会の振り返りについて、質疑・意見はないか？ 

・正村委員：嵐山の経営について、総務委員会で調査を深めていただきたい。 

・鈴木委員：「振り返り」に記載のとおり、趣旨を理解した上で、調査を深めていき

たい。 

・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：以上で終了する。 

 

エ 令和４年度議会モニター制度案について  資料４ 

・委員長：資料説明（現時点での課題と想定される対応策の資料として説明）。 



・委員長：意見・質疑はないか？ 

・常通委員：「２：選任方法」については、早急に決定すべきと考える。また「３：

任期」については、さらに検討すべき課題があると考える。令和５年度以降の任期

の設定を明確にしておくことを前提とするなら、令和４年度の任期が、本年８月

から翌年３月までという設定はできるものの、その協議はまだしていないため、

現時点での決定は不可能と考える。さらに議運内で協議すべきと考える。来週（２

０日）は議員研修として、市民参加の新たな視点を学ぶ機会もあることから、その

場面も活用して協議していきたい。 

・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：継続して検討・協議することで決定する。以上で終了する。 

 

 オ 第17回マニフェスト大賞応募について  資料５ 

  ・事務局長：調査の趣旨説明（議会運営委員会で応募項目を選定し、エントリーする

プロセスの共通認識を図ること。８月末までが応募期限。） 

  ・委員長：意見・質疑はないか？ 

  ・（意見・質疑なし） 

  ・委員長：今後、応募期限に向けて正副一任で協議を進めていきたい。 

 

３ その他 

（１）次回の委員会開催日程について  

・正副一任 

 

（２）その他 

 ・委員長：委員からないか？ 

・（なし） 

・委員長：議長からないか？ 

・（なし） 

・委員長：事務局からないか？ 

・総務係長：その他資料１説明（「新個人情報保護法施行に伴う議会の個人情報保

護の対応について」。法改正に伴い議会として「個人情報保護条例」の制定を要

することから、年度内に議会運営委員会提案で議決を得る必要がある旨説明。

提案想定時期は令和４年１２月もしくは５年３月。近隣自治体の動静も確認し

ながら取り扱う予定。） 

 ・委員長：意見・質疑はないか？ 

 ・（意見・質疑なし） 

 ・委員長：今後に向けて協議を進める。ほかに「その他」で発言はないか？ 

 ・（意見なし） 

 

                      以上をもって委員会を閉会する。 



 

 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 議 員 ０名 合計 ０名 

  

令和４年７月１４日 

議会運営委員会委員長 中 村 和 宏 

 

 


